
【資料５】
産学官が連携する重要度の高い新たな提案の検討

No 大学名 事業目的 事業名 事業内容 実施時期 対象者 産学官の連携方策 備考

2 群馬医療福祉大学 健康増進や、病者や家族支援の人材育成 メディカルスクール

介護の初級の資格を取得したり、体の仕組みや病の仕

組みなどの理解を深めることで、本格的な専門職とし

てではなく、そうした場に出会った当事者や家族への

理解を深め、地域に貢献する人材としての教養を高め

る。履修証明プログラムの一つとしてどうか。

4月～8月または

10月～2月
主に社会人

・地域のニーズ調査に協力いただく。

・受講者への時間的・金銭的配慮をいただく（医

療・福祉業界等）。

・初任者研修を実施する場合は、講師料に配慮を

いただく。

・産業界は、この場合、病院や福祉現場からの講

師派遣や実習や見学への協力など。

・教員の負担調整。継続して参加者が出るかと

いう問題。会場の調整等。

3 群馬医療福祉大学
がん教育の推進を通した健康増進や病へ

の理解の向上

メディカル倫理スクー

ル

医療や福祉現場の人や地域の病（がんなど）の当事

者・家族などが講師となりながら、命や人生の尊さや

病への向き合い方、また予防に必要な知識や実践など

を総合的に学び、病と健康、人生への教養を高める。

医療理解先進都市まえばし、というような、医療に関

する総合的なブランドを形成する。

4月～8月または

10月～3月
主に社会人

・地域のニーズ調査に協力いただく。

・会場や講師派遣への協力。

・学校へのプログラム提供なども可能か

・教員の負担調整。継続して参加者が出るかと

いう問題。会場の調整等。

4 明和学園短期大学 現場と養成校の人材の流動性を高める。 リカレントスクール

大学の教員が現場（企業）に入って研修を行い職業人

の更なるスキルアップを目指す。 適宜 働いている人
・受講者への時間的・金銭的配慮をいただく。

・現場で働く人の研修時間の確保が課題。

6 明和学園短期大学

「開かれた前橋」と題し、地域住民等に

学ぶことの愉しさを実感して頂き、知識

習得等につなげる。（生涯学習）

めぶく。6大学オープ

ンエデュケーション

一般教養講座や自治体との連携講座、各大学のオリジ

ナル講座を受講し、単位を付与する（修了証明書

等）。

年間 学びたい人
・産学官が連携して講座を提供して頂く。 ・システムの開発や事務局の管理、運用マニュ

アル・経費など課題。

8 共愛学園前橋国際大学
事業承継・経営力をもった人材の育成と

人的ネットワークの形成を目的とする。
ビジネススクール

産業界からのニーズを踏まえた経営人材の育成。

履修証明プログラム＋職業実践力育成プログラム（Ｂ

Ｐ）を想定している。

4月～8月または

10月～2月
主に社会人

・産業界のニーズ調査に協力いただく。

・受講者への時間的・金銭的配慮をいただく。

・スタートアップ時の人的・金銭的コスト負担

と、産業界との意見調整をどこまで行えるかが

課題。

・ＢＰの申請時期（例年2月）の課題。

7 明和学園短期大学
若者・人材の前橋市への就職・在住を推

進

奨学金制度を設け、将

来、市内の事業所で働

らく者へ給付

市内の事業所に在職5年で全額給付（途中退職者は在職

年数に応じ返却）

大学・短大・高専・

専門学生
費用は前橋市・商工会議所で用意して頂く。

市内の事業所へ就職しなかったときは、返金。

（回収の大変さはある。）

11 共愛学園前橋国際大学 目的奨学金の創設 共同奨学金制度
産業界・行政から資金提供を受け、（提供者の冠等つ

いた）奨学金制度を設計・運用する
通年 大学生 資金提供、制度協力体制の構築

資金提供者にメリットを感じてもらえる設計が

重要

5 明和学園短期大学
小・中・高の生徒の進路学習を大学が担

い人材発掘を行う。

小・中・高の生徒を対象に職場見学・大学見学などそ

れぞれの対象・目的にあったを体験学習を行う。
適宜

小学生

中学生

高校生

・企業の斡旋に協力を頂く。

・どんな企業に興味があるのか調査協力をして頂

く。

・各学校との連携が課題。

9 共愛学園前橋国際大学
コミュニティ・スクール（学校運営協議

会）の設置と継続支援
初等中等教育支援

前橋市教育委員会所管の学校へのコミュニティ・ス

クール設置と、設置後の運営支援等を行う協力体制構

築

通年
教育委員会と

小・中学校
行政（教育委員会）との体制構築

1 群馬大学
各大学の研究シーズと企業とのマッチン

グを目的とした共同研究の推進
ビジネスマッチング

各大学で行われている研究シーズを掘り起こし，企業

との共同研究の推進
９月～１０月 企業

・地元企業への参加促進

・大学との共同研究成功事例の紹介

金融機関，各大学ですでに実施されているビジ

ネスマッチングを合同開催することで，スケー

ルメリットを活かせる。

10 共愛学園前橋国際大学 災害時等における地域の協力体制の構築

防災（リスクマネジメ

ント）に関する協議場

の設置

行政・大学（・産業界）の協議の場の設定と連絡体制

等の推進
通年

防災管理課

各大学
行政との協力体制構築

奨

学

金

産学官が連携し、「地域人材の育成・定着」に寄与する重要度の高い新たな取り組みについて記載してください
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